近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１０クール日報（２月２９日～３月６日）
	報告日
天気
	３月１日（金）
晴れのち雨
	報告者
	兵庫県社協　小山
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	１０クール：森（滋賀県彦根市）、小山（京都市西京区）、井出（京都市）、神谷（大阪府）、松下（大阪府枚方市）、奥井（大阪市大正区）、大場（堺市）、宮崎（神戸市）早川（兵庫県姫路市）、小山（兵庫県）

	（主な日程）
	8:00 七尾市文化センター着
8:30 朝礼
9:20 ボラ受付
9:30 全体オリエンテーション
9:40 マッチング開始
10:30ボラ送り出し完了（おもに矢田郷地区）
～ ・ニーズ受付
・現地調査
・ボラ活動調整（アポ取り）等
14:30 ボラ迎え入れ
15:00 県ボラバス見送り
	<本部以外の動き>
1 仮仮置場-希望の丘公園の分別・搬出→3月2日撤収
・東京消防庁の応援
・国士舘大学ボランティアの受け入れ

	
	17:30 終礼
18:20 翌日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:30 活動終了

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割（前日に同じ）
〇VCの状況
［V 102名、現地調査14件（一般8件、現場系1件、キャンセル5件）ニーズ対応15件（うち完了15件、継続0件）］
・マッチング班：15件すべて完了。仮仮置き場が明日撤収のため、件数を減らし、東京消防庁等の力もあり、スムーズな進行だった。
・資機材班：雨の影響もあり、資材の衛生面に課題を感じた。駐車場裏出入口に、ボランティアが長靴や資材を洗えるよう水やブラシを設置する。1階の入り口の机を整理することで、ボランティアの人が休憩できるスペースを確保。
・現地調査班：行政で公費による解体が発表された。ニーズ調査に併せて情報提供を考えたい
・仮仮置き場班：2ｔトラック等をフル稼働したため、順調な進行だった。
※終礼は本日より直課長の進行し、教室形式形式からコの字、イオンの２名が終礼に参加した。

	今後の主な予定
	明日3/２日(土)の大きな動き
・一般のボランティアに加えて和歌山県ボランティア20名受け入れ予定。
・天候の状況によっては、災害廃棄物を積んだままセンターに戻ることも考慮する。
・ボランティア数のほうがニーズ件数よりも多いため、現地調査班の訪問件数を増やす。
・５班に分かれてのボランティア活動と仮仮置場の分別および搬出作業を予定。１班あたりの活動量を少なく設定し、終わり次第仮仮置き場の応援に向かう。

	調整課題・所感等
	・現地調査班が訪問した際に、少しの運搬で完結するニーズもあるため、軽トラで調査することを考えていきたい。
・各班での現場での廃棄物の回収について、回収できないものが入っているケースがいくつかあった。持ちかえされるため注意。

	その他
	・バディコムで使用するスマートフォンをお尻のポケットにいれており、画面にひびがはいったため、所持方法について注意喚起。
・バディコムのスマートフォンをボランティアの人が誤って持って帰り、県のアライさんがかわりに返却にセンターに来る。
・分別と事前説明についての動画をアップした。
・3/4より県ボランティアの活動時間が延長される
これまで→10：00～15：00／今後→9：00～16：00
・3/2 東京の麻布消防署からボランティアが10名参加予定。
・3/2、3/3 和歌山からボランティアが20名参加予定。
大学のボランティアは星陵大学、金沢大学、日体大等から声が上がっている。



